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令和６年度 徳持
とくもち

小学校
しょうがっこう

の約束
やくそく

 徳持
とくもち

スタンダード 

【登下校
と う げ こ う

】 

（１）  登下校
と う げ こ う

のときは、校帽
こうぼう

をかぶります。防犯
ぼうはん

ブザーをつけます。 

（２）  登校
と う こ う

班
はん

で登校
と う こ う

します。（通学
つうがく

路
ろ

を守
まも

って歩
ある

きます。） 

（３）  登校
と う こ う

時刻
じ こ く

は、8時
じ

15分
ふん

から 8時
じ

25分
ふん

です。 

（４） 早
はや

めに着
つ

いてしまった場合
ば あ い

は、犬
いぬ

走り
ばし

を歩いて
ある

学年
がくねん

昇降
しょうこう

口
ぐち

近
ちか

くの犬
いぬ

走
ばし

りから並
なら

んで待
ま

ちます。 

（５） 欠席
けっせき

や遅刻
ち こ く

の連絡
れんらく

は、お家
うち

の人
ひと

にまなびポケットで連絡
れんらく

をしてもらいましょう。 

（６） 遅刻
ち こ く

や早退
そうたい

は、教室
きょうしつ

まで家
いえ

の方
かた

といっしょに登
と う

下校
げ こ う

します。 

【放課後
ほ う か ご

】 

（７）  帰り
か え

の会
かい

の後
あと

は、子
こ

どもだけで校舎内
こうしゃない

に残
のこ

りません。勝手
か っ て

に自分
じ ぶ ん

の教室
きょうしつ

以外
い が い

に入
はい

りません。 

（８）  下校後
げ こ う ご

は学校
がっこう

に忘
わす

れ物
もの

を取
と

りに来
き

ません。 

どうしても必要
ひつよう

なときは、保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

と一緒
いっしょ

に来
き

て、教員室
きょういんしつ

に声
こえ

をかけます。 

登下校
と う げ こ う

・放課後
ほ う か ご

 

【学習
がくしゅう

の時
とき

】 

（１） 姿勢
し せ い

よく学習
がくしゅう

しましょう。背筋
せ す じ

をのばし、足
あし

はきちんとゆかにつけます。 

（２） 先生
せんせい

や友達
ともだち

の話
はなし

をよく聴
き

きましょう。話
はなし

をする人
ひと

の顔
かお

を見
み

て、最後
さ い ご

まで聞
き

きます。 

（３）  話
はな

すときは、聞
き

く人
ひと

をみて話
はな

します。話
はな

し合
あ

いの時
とき

は、人数
にんずう

にあった声
こえ

の大
おお

きさで話
はな

します。 

（４）  ５分
ふん

休
やす

みは，次
つぎ

の学習
がくしゅう

の準備
じゅんび

をします。（トイレや水
みず

飲
の

みも休
やす

み時間
じ か ん

にすませます。） 

【学習
がくしゅう

で使う
つか

物
もの

】 

（５）  学校
がっこう

で使
つか

うものは、学習
がくしゅう

のさまたげにならないようにシンプルなものにします。 

（６）  ノートを書
か

くときには、したじきを使
つか

いましょう。 

（７）  学校
がっこう

で使
つか

う筆箱
ふでばこ

の中身
な か み

は、下
した

に示
しめ

したもののみです。他
ほか

のものは、持
も

ってきません。 

 

 

 

 

（８）  クロームブック・タッチペンは、大田区
お お た く

が貸
か

しているものです。特
と く

に、大切
たいせつ

に使
つか

います。 

登
と う

下校
げ こ う

のときは、ケースに入
い

れます。 

【
（

教室
きょうしつ

を移動
い ど う

する時
とき

】 

（９）  専科
せ ん か

の教室
きょうしつ

へ移動
い ど う

するときは、始
はじ

まりの時刻
じ こ く

に間
ま

に合うように、並
なら

んで歩
ある

きます。戻
もど

りも同
おな

じです。 

【体育
たいいく

の学習
がくしゅう

】 

（１０） 運動
うんどう

に必要
ひつよう

のない物
もの

は、安全
あんぜん

のため身
み

につけません。 

（1１） 「体育
たいいく

の服装
ふくそう

について」を確認
かくにん

します。 

（１２） 見学
けんがく

するときは、家
いえ

の人
ひと

から連絡
れんらく

してもらいます。 

学  習
が く し ゅ う

 

【持
も

ち物
もの

】 

（１） すべての持
も

ち物
もの

に名前
な ま え

を書
か

きます。 

（２） 学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

のない物
もの

は、学校
がっこう

には持って
も   

来ません
き    

。 

（３） うわばきには大
おお

きく名前
な ま え

を書
か

き、週
しゅう

の最後
さ い ご

の日
ひ

に持
も

って帰
かえ

ります。洗
あら

って持
も

ってきます。 

（４） うわばきを忘
わす

れたら先
せん

生
せい

に伝
つた

え、ぞうきんでくつ底
ぞこ

をきれいにふいて上
あ

がります。 

体
たい

育
いく

や休
やす

み時
じ

間
かん

に外
そと

ではいたら、またふきます。 

【身
み

だしなみ・服
ふく

装
そう

】 

（５）  つめは短
みじか

く切
き

ります。アクセサリーやミサンガなどは、安全
あんぜん

のため身
み

に着
つ

けません。 

（６）  動
うご

きやすく体温
たいおん

調節
ちょうせつ

がしやすい服
ふく

を着
き

ます。 

（７）  校内
こうない

では，ジャンパーやコートなどの上着
う わ ぎ

は脱
ぬ

ぎます。上着
う わ ぎ

などは，肩
かた

や腰
こ し

にまきつけません。 

（８）  ハンカチやティッシュを入
い

れるための肩
かた

かけポシェットは、安全のため使用
し よ う

しません。 

【休
やす

み時間
じ か ん

】 

（９）  天気
て ん き

のよい日
ひ

には、校庭
こうてい

で元気
げ ん き

に遊
あそ

びましょう。 

（１０） ボールはクラスボールを使
つか

い、使
つか

い終
おわ

わったら元
もと

にもどします。 

（１１） 天気
て ん き

のわるい日
ひ

は、教室
きょうしつ

で安全
あんぜん

に過
す

ごします。 

【給食
きゅうしょく

と掃除
そ う じ

の時間
じ か ん

】 

（１２） はいぜん前
まえ

にトイレ・手
て

洗
あら

いをすませます。当番
とうばん

は、白衣
は く い

・帽子
ぼ う し

・マスクを身
み

につけます 

（１３） ランチョンマットは毎日
まいにち

交
こ う

かんし、衛生面
えいせいめん

とマナーを守
まも

って食事
し ょ く じ

をしましょう。 

（１４） はいぜんや掃除
そ う じ

は、当番
とうばん

の人
ひと

たちで協力
きょうりょく

しておこないます。 

（１５） 普段
ふ だ ん

から、ゴミは分別
ぶんべつ

して捨
す

てます。掃除
そ う じ

の時
とき

には、ゴミ置
お

き場
ば

に持
も

って行
い

きます。 

（１６） ぞうきんは、いすの下
した

にとめておきます。 

生  活
せ い か つ

 

（１） 公園
こうえん

では、その公園
こうえん

のきまりを守
まも

って遊
あそ

びます。危険
き け ん

な場所
ば し ょ

や道路
ど う ろ

では遊
あそ

びません。 

（２） 道路
ど う ろ

や交通
こうつう

のルール・マナーを守
まも

ります。歩行者
ほ こ う し ゃ

や自転車
じ て ん し ゃ

、自動車
じ ど う し ゃ

がよく通
とお

る道路
ど う ろ

では、 

ボール遊
あそ

びやスケートボード、キックボードなどをするのはやめましょう。 

（３） 遊
あそ

ぶときは、家
いえ

の人
ひと

に「行
ゆ

き先
さき

・いっしょに遊
あそ

ぶ友達
ともだち

の名前
な ま え

・帰
かえ

る時刻
じ こ く

」を伝
つた

えましょう。 

（４） 子
こ

どもだけで、にぎやかな場所
ば し ょ

や人気
ひ と け

のない場所
ば し ょ

へは行
い

きません。また、お金
かね

の貸
か

し借
か

りはしません。 

（５） 大田区
お お た く

の「夕
ゆう

焼
や

け小焼
こ や

け」の放送
ほうそう

音楽
おんがく

が流
なが

れたら帰
かえ

りましょう。（午後
ご ご

５時
５ じ

） 

校外
こうがい

での生活
せいかつ

 

徳持
とくもち

小
しょう

のみんなが気持ち
き も  

よくすごせるために約束
やくそく

を守
まも

ろう！ 

筆箱の中身    □ えんぴつ５～６本（シャープペンシルは使いません） 

□ 赤えんぴつ・青えんぴつ    □ 消しゴム（白をおすすめします） 

□ １５ｃｍぐらいの定規     □ 黒の油性ペン 

保護者保存版 

子どもはよく物を落としてなくします。ご面倒
ですが、ご協力をお願いいたします。 

（１）同様です。また、友達のものを勝手に触って
壊してしまうなど、トラブルの元にもなります。 

高学年に特に見受けられます。紛失や体育
時の怪我にもつながるので、少なくとも小
学生のうちはご遠慮ください。 

徳持小学校は、児童数 600名を超える学校です。30名を超える学級も多く、お通いの
お子さん、そして、保護者の皆様のご協力なくして、安心安全な学校生活は成り立ちませ
ん。ご家庭もしくは一般社会であればそこまでしなくてよいことも、学校生活では、守っ
てもらわなくてはならないことが多くあります。本校スタンダードへのご理解とご協力、
そして、お子様へのご対応を何卒よろしくお願いいたします。 

 

本来であれば、ご家庭の裁量の範疇です。しかし、ご家庭ごとに約束が違うと思い

ますので、友達同士、ご家庭同士で交流される場合の目安としてお考え下さい。 

エアコンでも、万人に合う温度設定はできま
せん。お子さんがご自分で調節できるように
お願いします。 

学校では、外遊びを推奨して参ります。 
休み時間にタブレットは使用させない方針
です。 

ご準備、ご協力お願いいたします。 

道路交通法で定められています。 

友達のものを勝手に触って壊してしまう
など、トラブルの元になります。 

塾で使うものは、別にご用意いただくとよいかもしれません。 

大田区全域で故障が増え、代替機を用意するのにかなりお時間
をいただいております（およそ 2か月）。開閉も含め、大事に
使っていただくよう、お子さんに声かけをお願いいたします。 

特に体育は、万が一の際に重大化しやすいの
で、『生活（５）』の内容も含め、ご家庭でも十
分確認していただきますようお願いします。 

保護者の知らぬ間に、苦手な運動だけ参加していな
い、という例もあります。高学年でもまだまだ未熟
ですので、ご協力下さい。 

校帽は、背の低い児童でも車から認知しやすいように開発されました。また、
万一犯罪に巻き込まれた際に徳持小の児童であることが、すぐにわかるように
なります。低学年がきちんと被るように、上級生にもきちんと被るように指導
します。校帽を被れる髪型にするよう、ご家庭でもご配慮をお願いします。 

いつも見守ってくださり、感謝いたします。 
ご協力ありがとうございます。 

できるかぎりウェブでのご連絡をお願い
します。ID/PW再発行できますので、お
気軽に担任にお申し付けください。 

学校には、児童たちの多くの私物が置いてあります。紛失などのトラブル防止のため、
いらぬ疑いをかけられないためにも、ご協力をお願いいたします。 


